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Il'、の英詰史(上)J を活り山  Lてから約乙年。ぞの後も  

NIIKテレビ英語会活初版のヂキストに毎月少しずつ続ぎ

を載せてきた。そわがそろそろ  40[rサ分。上巻があってドを

がないのも十!となくへンだから，というニとで活字にする

ことに Lた。

この 2年のおし、だ， Lをにつ  L、ての読待感を全国の今く

の方々からおよせいただ  L、た。 そり中で恩師藤井ー五日li先

件三円おはがきにはこう芹いてめったに 

lおもしろい仰著をレただいてありがと行存じました

」気に読な終わりました。確かにそういうこともありま

した。また.たしかにあなたはそういう人でした は

あ，そ 7だったのかハなるほど，そういうふうに  f供の

頃から英I世にタ中だったのか，と感心  Lたり感銘を受け

たり凶顧  Lたり思い当ぺ 7こり，いろいろおもしろい感興

を覚えながら最後きで読みま  Ltこυζ 出版ーのお祝L、宮市

し上げますと日時に，続編合作っています。」

さらっとした文字のあとに，先/1:のやさ LさがにじみtUて

し、るようであったη ほんとうは自分のことなど書きたくな

いのに， ['j分の経験が(μ!かの役に立つのなら，とベ子会持ち

続けさせたのは町藤片ー先生は1:め多くの方々のはげま Lの

三とばがあぺずこからであった。

ド巻:士はじめて就職した茨城県立古川第ー高等学校から



東京教育大学付属中学校に転任するところからはじまり，

留学先のミシガン大学に別れを告げ、るところで終わる。人

の一生はおもしろいもので，こうしてふりかえってみる

と，今ならとてもバカパカしくてやれそうもないようなこ

とを平気でやっていたり，やるべきであることを恐れて避

けたりしている。それだからこそ人聞は生長していること

になるのだろう 。 これからもきっと，死ぬまで愚かなこと

をくりかえしていくにちがL、ない。それで L山、のだとも思

う。自分の人生をいとおしく思うがゆえに，また他人の 一

生もひとしお貴重に考えられるきょうこのごろである。

上巻・下巻を通じて作Iかと協力を惜しまれなかった日本

放送出版協会編集部長の中山万郷氏，それに担当者として

細かい校Hの作業を最後まで続けてくださった白石昇氏に

深い謝意をあらわしたい。また本文の中に実名で登場する

多くの思師，知人，友人にも謝辞をのベた  L、。 
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